（午前10時２分開会）
◯委員長（松本しゅうじ）　おはようございます。それでは，ただいまから福祉環境委員会を開会いたします。本日は，昨日の本会議において付託されました議案及び請願の審査のほか，陳情の審査並びに報告の聴取のためにお集まりいただいた次第であります。
　なお，本日の協議事項についてでございますが，追加協議事項を委員の皆様にお配りいたしておりますので，念のため申し上げておきます。
　次に，本日の協議事項のうち，報告事項神戸市手数料条例の一部を改正する条例の件については，議案自体は総務財政委員会に付託することとし，本委員会では所管部分についての意見を取りまとめの上，総務財政委員会に伝えて，これを受けて総務財政委員会で意見決定を行う旨，市会運営委員会で確認がなされておりますので，念のため申し上げておきます。
　次に，本日審査いたします請願第10号については，紹介議員の代表である北川議員より，保健福祉局審査の冒頭に趣旨説明を受けたいと存じますが，ご異議ございませんか。
　（「異議なし」の声あり）
◯委員長（松本しゅうじ）　それでは，さよう決定いたしました。
　また，本請願につきましては，請願者から口頭陳述申出書が提出されておりますので，紹介議員の趣旨説明の後，口頭陳述を受けることにしたいと存じますが，ご異議ございませんか。
　（「異議なし」の声あり）

◯委員長（松本しゅうじ）　それでは，さよう決定いたしました。
　また，陳情第12号につきましては，陳情者から口頭陳述申出書が提出されておりますので，保健福祉局審査の冒頭，請願の口頭陳述を受けた後に口頭陳述を受けることにしたいと存じますが，ご異議ございませんか。
　（「異議なし」の声あり）

◯委員長（松本しゅうじ）　それでは，さよう決定いたしました。

（保健福祉局）

◯委員長（松本しゅうじ）　それでは，これより保健福祉局関係の審査を行います。
　最初に，請願第10号について紹介議員の趣旨説明を聴取いたします。
　北川議員，発言席へどうぞ。

◯委員外議員（北川道夫）　おはようございます。それでは，東灘区魚崎南町３丁目の清瀬さんほか３名から出されております請願第10号ラブホテル建築に係る規制強化を求める請願に対して，紹介議員を代表いたしまして趣旨説明を行います。
　皆さんもご承知のことと思いますが，神戸市では昭和59年から神戸市ホテル等建築指導要綱を策定し，いわゆるラブホテルの規制を行っておりますが，ラブホテルの建築は後を絶たず，市内の各所で新たな施設ができております。これらのホテルは，当局の指導もあって食堂やロビーの設備はあるものの，フロントには人がおらず，食堂ではコーヒーも飲めないなど，専ら異性同伴の宿泊や休憩に利用されるラブホテル化しております。東灘区の御影地区においても既に数件が営業しており，中には業者と地元住民との間で協定を結ぶなどしているところもありますが，営業者が変わるなどで協定が守られていない状況も見られます。このたび魚崎南町に計画されておりますホテルもラブホテルであることは疑いようがなく，建築反対の署名運動を展開し，１万人を超える反対署名が集まっております。しかし，現行の法律の枠では，これらのホテルの営業を阻止することはできないため，今後もこのようなホテルが神戸市内のあちこちに建築されるのではないかと憂慮しております。当局では，美しいまち，住み続けたいまちを目指し，さまざまな施策に取り組まれておりますが，青少年の健全育成や快適な生活環境を守っていくには，神戸市にはラブホテルは要らないという強い姿勢を示すことも重要ではないでしょうか。そのためには要綱における行政指導には限界があるため，より強制力のある条例を整備していく必要があると考える次第であります。
　委員の皆様の賛同をお願いして趣旨説明を終わります。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

◯委員長（松本しゅうじ）　ご苦労さまでございます。請願第10号の紹介議員の趣旨説明は終わりました。北川議員，ご苦労さまでした。
　次に，請願第10号について，請願者から口頭陳述を聴取いたします。
　陳述人の清瀬さん，前へどうぞ。

◯委員長（松本しゅうじ）　陳述人に申し上げます。陳述人は最初にご住所とお名前をおっしゃってください。そして内容をご要約の上，５分以内に陳述を終えるようお願いをいたします。
　それでは，清瀬さん，どうぞ。

◯請願者　皆さん，おはようございます。私は，神戸市東灘区魚崎南町３丁目６－23に住んでおります清瀬俊作でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
　それでは初めに，私たちの請願書が神戸市議会に取り上げていただき，口頭陳述の機会を設けていただきましたことを感謝申し上げます。また，東灘区選出の市会議員の先生方には，ご指導，ご支援を賜りまして，住民を代表いたしまして心より御礼申し上げます。趣旨説明につきましては北川先生よりしていただきましたが，今回の請願内容はラブホテル建築に係る規制強化を求める請願でございます。
　さて，私たち住民にとって直面している問題は，酒蔵の魚崎郷の近く，魚崎南町３丁目にリゾートホテル建設計画があることであります。業者の説明会では，旅館業法，風営法，神戸市ホテル等建築指導要綱など遵守をしているということでございますが，しかしながら，建物の構造などの計画から，明らかに異性同伴の休憩，宿泊を目的とするラブホテルとして運用されるのは明白であります。また，近郊の地域におきましても同様のホテルが最近建設されました。今後もこの状態が繰り返されるならば，ラブホテルは簡単に建設されてしまいます。このことから，ここに何かホテル建築規制のルールに課題があるように思われます。この状況下では，地域の住民の健全な生活環境の保持並びに青少年の健全な育成を図る目的に寄与するでしょうか。疑問に思います。つきましては２項目の要望を委員会にお願いするものであります。
　１つは，我がまち魚崎南町３丁目に計画されているホテルがラブホテルとならないように，行政には指導・監視を確実に行うことをお願いいたします。２つ目には，ホテル建築に際し，ラブホテル化にならないような建築規制に強化をするため，条例の整備をお願いするものであります。以上の２項目の要望事項を，早期に住民の目線で審査いただきますようにお願いを申し上げる次第です。
　最後に，ホテル建設計画を知らされてからの近隣の若いお母さんたちの頑張りや，また反対署名での１万1,000名以上の方々のお力が後押しになったことを，つけ加えさせていただきます。
　これをもちまして口頭陳述を終わります。ありがとうございました。
◯桜井保健福祉局長　それでは，請願１件，陳情５件，報告２件について一括してご説明を申し上げます。
　まず，請願第10号ラブホテル建築に係る規制強化を求める請願に対して，本市の考え方についてご説明申し上げます。
　本件は，東灘区魚崎南町３丁目で計画中のホテルに関し，青少年の健全な育成と地元住民の健全な居住環境の保持のためにも，ラブホテル建築に対して規制強化を求めるものでございます。本市においては，ホテルの営業許可に際し，旅館業法に基づく市条例である旅館業法施行令の規定に基づく構造設備の基準を定める条例に基づいて，施設外観の周辺との調和，すべての客室を二人部屋にすることの禁止，客室内の宿泊料精算設備の設置禁止，性的好奇心をそそる設備の設置禁止のほか，一般的にホテルが備えるべき構造設備の基準に適合させるとともに，昭和59年に制定した神戸市ホテル等建築指導要綱により，市民の健全な生活環境の保持及び青少年の健全な育成を図るため，駐車場出入り口に見通しを遮るカーテン等や施設外壁等への休憩利用や空き室案内の表示といったラブホテル特有の設備の禁止や，一定面積のパブリックスペースを確保させるなど，ラブホテル化を規制しているところです。今後とも事業者に対し，法令や要綱を遵守するよう指導を徹底してまいります。また，規制強化のための条例整備につきましては，本市においては旅館業法の委任を受け，ホテル等の構造設備の基準条例を定めております。したがいまして，新たな条例による規制ではなく，現行条例を改正してどのような規制強化が可能か，規制の内容や規制項目を慎重に検討してまいりたいと考えております。

◯委員長（松本しゅうじ）　ご苦労さまでした。当局の説明及び報告は終わりました。
　これより順次質疑を行います。
　まず，請願第10号について，ご質疑はございませんか。
◯委員（梅田幸広）　請願第10号で，私はちょっと東灘区のことはよくわからないんですけれど，例えば魚崎地区ですね，酒蔵のまちづくりという神戸市が進めている１つの景観，あの地域が酒蔵のまちづくりという中で，例えば昔，中央区の異人館通りとか，あそこらにラブホテルができるや何やいう問題が起きたようなことを聞いております。それもやっぱり地域として，そのまちを守るような形でつぶれたような話も聞いておりますけど，この今の俗に言う，今回建てようとしているところ，あそこら自身全体として酒蔵のまちづくりと考えたときに，ちょっと景観上もおかしいんじゃないかというような気もするんですけど，その辺は局長はいかに感じているのか。

◯桜井保健福祉局長　一般的には旅館業法に基づきまして，ホテル，旅館等についての建築というのが認められていくわけでございますが，ホテル，旅館等が建築できない地域というものも，さまざまな形で定められている分がございます。例えば建築協定でありますとか，それから地区計画，さらにはまちづくり協定というような形で，そういったものが整備されている地域については，ホテル，旅館等が建築できないということになってございまして，それについてはそれぞれの手続に基づいてそういうことが定められてございます。ただ，残念ながらこの地域につきましては，このホテル，旅館が建築できない地域ということになってございませんで，旅館業法に基づくホテル，旅館等についての建築は可能であるということでございます。
　以上です。

◯委員（梅田幸広）　そしたら，今のこの計画が上がってきたということは，一応法律上はどうもしゃあないと。しゃあないという言い方は悪いですけど，法律上で認められていることは仕方ないとしても，具体的に今度，今現実この新しいラブホテルというのが，どういう段階になっとんか。計画だけが出てきたんか，それとも具体的にもう──今の最初お聞きしたら，もともと倉庫か何かあったところをつぶして，そこに俗に言うリゾートホテルという名のもとの，一般的に言うラブホテルが建つん違うかという，市民の皆さん方は非常に心配していると。その中で，実際には今先ほど局長が説明された，具体的に旅館業法の中のきちっとしたスペースですね。そういうのは，もう建築許可はおりとうわけじゃないんですか。その辺まではまだ行ってないんですか。

◯桜井保健福祉局長　こういったホテルにつきましては，私どもの方で指導要綱をつくってございますので，まず指導要綱によりまして事前相談というのをさせていただきます。その中で地元の説明とか，そういったようなことをしていただきまして，その後，市長への同意という形になっていくわけでございますが，まだ事前相談の段階でございまして。ただ，旧の今あります倉庫について，アスベスト等があるということがわかりましたので，それについては除却の工事等が進められておるというふうに聞いてございます。
　以上でございます。

◯委員（松本　修）　何点かお聞きをしたいと思います。今までこういうものについては要綱でいろいろされておられましたが，実は要綱のために強制力というか，きちっとした形で，神戸市が同意をしなければ要綱破りといいますか，そういう形で建てられてしまう場合もあるかなと思うんですけれども，今回この請願の方が，条例の中に整備をすることというふうな要望も出されてまして，さっき局長の方からも，条例の中できちっとこういった内容について精査をしていきたいというお話だったと思うんですけれども。今，具体的にどういうようなことを検討されておられるのか。例えば今の条例の中で何が足らないのか。要綱の中にこういう項目があって，こういう項目については条例の中にきちっと入れていくことが大事ではないか。そういうような検討をされておられるのか。これからの話かもわかりませんが，その辺のことがもしわかりましたらお聞きをしたいと思います。

◯桜井保健福祉局長　こういったラブホテルまがいといいますか，そういった恐らくラブホテル化するであろうというふうに考えられるホテルの規制というものは，非常に難しいものがございまして，従前からさまざまな形で指導をするにもかかわらず，そういったことが現実には起こってきておると。青少年の育成といったことから，もう地元の方々が本当に心配されるというのは，本当に心から，私たちもその考え方等については心配いたしておりますし，私どもも一緒になってやっていこうというふうに思ってございます。ただ，私どもも行政機関でございますので，法律について違反を犯すというふうなことはできないことでございまして，そこが一番の悩みでございます。
　ちょっと時間がかかりますけれども説明させていただきますと，一般的によくラブホテル条例というのが市町村でつくられてございます。これにつきましては，旅館業法というのが法律で定められておりますが，それに基づく施行令，その下にあります構造に関する条例というものがまずございまして，これがほとんど政令市以外は県条例になってございます。そういった関係から，政令市以外の市町村ではどちらかといいますと風営法の流れをくんだような形で，構造も入れたラブホテルの条例というものをつくっておるところがたくさんございます。ただ，政令市の場合は旅館業法に基づく条例がございますので，新たにラブホテルのそういった条例をつくりますと矛盾が起こってまいります。そういったことから，この旅館業法に基づきます条例について整備をしてまいりたいというふうに思ってございます。その中にどういった設備構造の基準を入れるかというところにつきましては，基本的には，やはりまずは旅館業法の目的を逸脱していないかどうか。それから，通常のホテルの営業の自由というものを侵さないかどうか。そして，その構造の問題を入れたときに，その基準が明確になっているかどうか。そういったような法律上の要件がございますので，今，指導要綱の中にあります私どもが決めておりますような内容を，それを条例の方に格上げできないのかどうか。こういったことを検討してまいりたい。なぜそういうことになるかといいますと，条例の方は，先ほど委員もご指摘のとおり法律に基づいた条例でございますので指導要綱よりも強制力がある，こういうふうに考えてございます。そのことによって抑止力が少しでも働くのではないか。そういうことを含めて検討していきたいというふうに思ってございます。
　以上でございます。

◯委員（松本　修）　今ある条例というのが，旅館業法施行令の規定に基づく構造設備の基準を定める条例というものですね。この第２条に構造設備の基準というのがいろいろ書かれてありまして，何ページかにわたってありますけれども。一番最初に外観のことについて触れられたところがありまして，要はこういったホテル，この請願者の方もちょっとありますけれども，やっぱりその周りに住んでおられる方，また子供たち，青少年の子たちが，何かこういう性的な興奮をしたりとか，何か嫌な思いをしたりとか，そういったことがないようなやっぱり外観というか，まずそういったものをきちっとしておくことが大事だと思うんですけれども。この中には，ある意味では僕もちょっと余り見てはいなかったんですけれども，改めてこの条例を見させていただいたときに，意外と細かいことまで規定をしておられるんだなというふうにちょっと思ったんですけれども。ただこの中に，さらに今の要綱の中で足らず分をこうやってどんどん入れていって，ただそれでもなおかつ，やっぱり法のすき間をといいますか，縫ってつくられてくるホテルというのがあるんだろうな。それに対して，じゃどういうふうに規制ができるのかという問題が，まだ残る部分があると思うんですけれども。いうたらこれはあくまでも構造の部分での条例でありますので，これだけでなしにもう少し──先ほどはちょっとほかの市町村ではという話がありましたけれども，もう少し直接的にこういったラブホテルを規制できるような，こういったものをこれから考えていく必要があるんじゃないんかなと。これからの課題かもわからへんですけれども，その辺，これ保健福祉がやるべきものなのか，ちょっと僕はよくわからないんですけれども。例えば都市計画とか，まちづくりとか，そういった観点から考えていかなあかん問題もあると思いますけれども，その辺，局長，何か，先のことかもわかりませんけれども，ちょっとご意見とかその辺がありましたらお聞きをしたいと思います。

◯桜井保健福祉局長　規制といった意味でいきますと，この構造そのものを一般的なビジネスホテルとラブホテルまがいの部分との区分けが，なかなか非常に難しいだろうと思います。そういった中で，あとやり得ることということになりますと，１つは我々指導要綱で指導する中で，地域の住民の方とそのホテルと協定等を結んでいただいて，例えば立ち入りなりをできるようにするとか。我々の旅館業法の方では，私どもが立ち入るということは可能でございますので，その頻度を上げて，申請どおりの利用の仕方を構造なりがされているかどうか。そういうことについてのチェックを強化する。こういったことによって抑止をしていくということが考えられるというふうに思ってございます。
　以上でございます。

◯委員（松本　修）　大体わかりました。請願の方の中にも，前半の部分は十分な指導・監視ということを言われておられます。以前，灘区でしたか，どっかのホテルで，これは消防法に違反するというか，旅館業法のこの条例にも違反している部分だと思うんですけれども，中側からドアがあかないという──いわゆるかぎを，本来ならば外から勝手にあけられないようなやつが，中側から勝手にあけられないような，そんなふうになってしまっていたとかいうホテルがあったというふうにお聞きをしたんですけれども，そこは消防法できちっとされたと思いますけれども。まあいったら，そういう細かいところまできちっと監視をするというか，そういったことがやっぱりこれからは絶対必要だと思うんです。これから先，もう既に建ってあるホテルも含めて，その辺きちっと監視ができるような体制をつくっていただきたい。何としても子供たちを守るために，実のある条例をつくっていくような方向で考えていただきたいと思います。よろしくお願いします。
　以上です。

◯委員（山本じゅんじ）　先ほどの請願の件で，ちょっと幾つかお伺いしたいんですけど，要綱が３年ほど前に改定をされてたと思うんですが。改定のいきさつがいろいろ須磨の住民からの請願・陳情なんかがあったり，建設運動反対というようなことがあったりして，それで改正に至ったんだとは思うんですけれども。具体的にどういういきさつから，そのホテルの指導要綱の改定に至ったのか。そのあたりも含めて整理して説明していただけないかというのが１つです。
　それから２点目に，日本共産党として７月の委員会で東灘区と灘区のラブホテルを７カ所，独自の調査をしたという発言をさせていただいたんですけど，そのときにフロントに人がいなかったり，食堂がないというようなことをいろいろと指摘をさせていただいたんですけど，その後，聞くところによりますと，神戸市の方で指導に入って，８月上旬には指導をしたというようなことも聞いてはいるんです。しかし，おとつい，また独自にこちらで調査をしたところ，全部が全部行ったわけではないんですが，行ったところでは指導が守られていないという状況になっているんですね。例えばあるホテルではフロントにはだれもいない。数分待ってもだれも応対してこなかったために，渋々呼び鈴を鳴らすと，奥から人が出てきたということで，お茶が飲みたいんですと言うたところ，ここは喫茶はありませんと言われたと。また別のホテルでは，ここはラブホテルですよと言われたということなんですね。また，Ｂ５版ぐらいの紙で，フロントの横にレストランと書いてあるだけで，レストランそのものは全くないんですね。こんな状態もあったと。指導に入ったときはあると答えておきながら，場所も確かにあると。しかし，客としてお茶を飲みに行くと，そういう設備はありませんと言われると。これは要綱に基づいてどうなんかということが２点目です。
　もう１点は，要綱では対面で受け付けをするということは書かれているんですが，すべてタッチパネルで，直接かぎの受け渡しをしなくても，そのまま部屋へ入っていくというのを調査に行った議員が確認しているんですね。これは法律で言うとどうなんかということをお聞きしたい。この３点，答弁をお願いします。

◯桜井保健福祉局長　３年前に要綱が少し変わったということでございますが，実は16年の３月に，先ほど申し上げました旅館業法の施行令に基づきます条例を整備させていただきました。これはもともと規則で定めていたものを条例化をさせていただいて，明確化したということでございます。それとの関係で要綱の方も少し手を加えて，条例の方に要綱の中の一部を入れていったというようないきさつがございます。
　それから，先ほど実態として中に入っていくと人がいない。このあたりは一番難しいのは，私どもの方でまず規制をしておるのは設備の構造基準でございまして，実際の運営というのは，どちらかというと，例えば風俗営業ですね，風営法の方の流れでの規制なんですね。そうしますと，風営法の流れの規制というものがここらには適用されてきませんので，こういった部分ですね，人がいるかいないかということは規制ができない。ただ，我々としてはそういったことがあってはいけないということで，指導という形では入ってございますが，なかなか設備構造以外のところでの指導というのは難しい面がございます。我々もそれはジレンマを感じているところでございます。
　食堂の件につきましても，そういった構造をつくっておって，実際に，お客さんがいないから営業してなかったりとか，そういったことは実態として，やはり間々あるというふうに法理論上考えられてしまうんですね。そういった法理論の部分と我々が指導に入った実態面との矛盾といいますか，ジレンマというのを抱えながら指導しておるというのが実態でございます。
　それから，タッチパネルの件でございますが，タッチパネルの件につきましては法律上入ってございませんで，要綱の中で指導させていただいているということで，これも例えばビジネスホテルでも，そういったコンピューターで予約をして，そして自動的に，いわばかぎを受け取って入っていくというような仕組みもございますので，なかなかこれは，それによってそれがラブホテルであるかどうかという認定というのは難しいところがございます。そういった意味で要綱の中で指導させていただいているということになってございます。
　以上でございます。

◯委員（山本じゅんじ）　たしか７月にお尋ねしたときには，指摘があればその都度指導されるということをお答えいただいたと思うんですが。そうなりますと，法を超えるような指導ができないということになりますと，指摘をすればその都度指導をする，指摘をすればその都度指導をすると，もうずっと繰り返すということになりますよね。そうすると，例えばこちらで指摘しているのは７カ所──ほんの一部だと思うんですけど，７カ所ではありますけど，ずっとこれから私たちが見に行って，その都度神戸市の方でまた指導してという，イタチごっこになりますよね。そうなると，最終的にはそれが続くと一体どういう状況になるのかということですね。それを１つお伺いしたいのと，それからもう１つは，使っていなくても場所さえあれば，レストランとか喫茶の部分というのを，実態として使っていなくても場所というのがきちんとあれば，それはそれで認められるのかということですね，それが１つです。この２点。

◯桜井保健福祉局長　委員もご指摘になりましたように，まさしく指導をして，そして改善していなければまた指導してということで，これはそれを長く続けることによって，どちらかというと営業にある意味で支障が出てきて，営業ができなくなって撤退すると，こういうようなことになるしか方法論がないということになります。ただ，そういうことでいきますと，もう根比べという話になってまいります。
　それから，先ほどの食堂の話ですが，やはり先ほども言いましたように設備構造基準というのが満たされていると。ところが，ある一定の期間だけ，例えば調理人がやめたためにいないとか，そういうさまざまな理由というものが営業実態の中にあるわけですね。そういうものと今の使っていないというのとの区分けというものをどうするんだという話になってまいりますので，今の私どもの扱っている法律，条例，そういった中ではその規制はやはり難しいと。一般的にもやはり難しいだろうというふうに思ってございます。
　以上でございます。

◯委員（山本じゅんじ）　もう終わりにしますけれども，結局イタチごっこのずっと繰り返しで，撤退せざるを得ないところまでやるしかないんだというようなことだと思うんですけれど，現に実際に２カ月前に調べた状態と現在の状態と，指導はされたけれどまたもとに戻っていると，実態としてこういう状態が残されているわけですので，やっぱり請願者の方の趣旨にもありますように，地域の住民として規制強化を求めるという声は当然だと私は思うんです。要綱改定に至った一連の経過というのもありましたけど，かつて須磨区でのときもそうでしたけども，住民との共存──神戸市が求めて，建設することを前提にした協定書を結ぶしかないということとか，それからこのままでは強行突破されるということで，住民に協定を結ぶことを迫ったという経過も一方ではあるわけで。まだ，何も神戸市に書類そのものが出されていないと聞いてますので，そういうようなことにはならないんでしょうねということを，最後にちょっと確認をしておきたいと思います。

◯桜井保健福祉局長　私どもはお互いに事業の方と紳士的にやはり指導，また指導を受けるという形で，やはりやっていきたいと思ってございます。私どもの方も，そういったある意味，強行的なことに出た場合に，今の状態では法律上は問題ないということで，じゃ法律どおりにやらせていただきますよという話にもなりかねないことがございます。そういう意味でも，私どもの方としては指導という形で，今現在の魚崎のホテルについてはお話をしていきたいと思ってございます。
　以上でございます。

◯委員（小林るみ子）　１点だけちょっとお聞きします。住民との協定というのは，多分まだ結ばれてないと思うんですけれど，１万1,000を超える署名が集まったという住民の思いがあるわけなんですけども。この間，住民と神戸市，それから住民と神戸市とこの業者ですね，そういう３者あるいは２者の話し合い，説明の場所ですね。説明責任ということで，説明の場所が持たれてきたのかどうか。そこら辺だけちょっとお聞きしたいと思います。

◯桜井保健福祉局長　事業者等がことしの５月に事前相談に参りました後，地元の説明会が設計事務所から，それからまた私どもの生活衛生から，それからまた設計事務所というような形で，何度かにわたって地元の方へ説明はさせていただいてございます。ただ，ちょっと回数等につきましては担当の方から。

◯竹谷保健福祉局参事　地元での説明会でございますが，事業者と地元の住民の方の説明会，第１回目が７月４日に開催されております。その後，７月14日に地元自治会からの要請がございまして，私ども生活衛生課と，それから東灘の区役所が地元の方へ出向きまして，旅館業法また指導要綱について法律的な手続についての説明をさせていただきました。そういったことも受けまして，その後，７月21日と８月18日に，これは事業者と地元の方，２回また説明といいますか，協議が持たれたようでございますが，先ほどちょっと局長の答弁の中にもありましたように，アスベストの問題もあったようなふうには聞いておりまして，旅館の建設についてだけということではないようでございますが，事業者とは３回，行政では１回説明に伺わせていただいております。
　以上でございます。

◯委員（小林るみ子）　恐らくその話し合いの場では，住民の方は納得できない部分があったんではないかなと思います。今後，密にこういう話し合いの場所というのをずっと持っていかれると思うんですけれども，やはり住民の意思，この１万1,000を超える方たちの気持ちというものを酌む形で，これからやっぱり進めていただかないといけないなと思っています。これだけちょっと聞かせていただきまして，いいです。

◯委員（段野太一）　１つは，事務の流れの関係なんですが。今説明がありましたように，今の段階では地元に対して事前説明といいますか，７月４日あるいは７月21日，８月18日ですか，地元と関係者との間に協議があったようなんですが。この後，流れからいきますと建築計画の公開が大体20日間ぐらいあって，その後，同意申請がされて，委員会審査があって市長同意と，こういう流れですよね。そうしますと，この中で公開はともかくとして，同意申請の段階での条件ですね。どういう条件であれば同意ができるのか。これは１つは地元合意ができてるということが，１つの私は前提条件でなければ同意できないんではないかと。というのは，地元の反対，今も話がありましたように１万人を超える署名が集まっていると。地元の環境にも非常に大きな影響があると。そういったところを踏まえて考えますと，規制に合っているんやということだけで同意できるもんなのかどうか。この辺を１つお聞きしたいのと，それからさっき山本委員が少し質疑しましたけれども，これいろんな実態調査をするのは本当に難しくて，特に今回東灘でもありますから，我が党の東灘の松本議員は女性でもありますから，こういう現場へ行くのは非常に難しいんですよ。現場へ行って確認をしてくるというのは本当に大変なんですが，現実に勇気を奮って行ってきています。その中で，現実に灘区等も含めて，今調べたのが７カ所ですよ。この７カ所すべてフロントに人がいないという状況なんですね。
　それで，これで条例の中に，この第２条の(４)ア，イというのがありまして，このアのところでは，宿泊者及び宿泊しようとする者の出入りを直接確認することができる場所に設けられていることというのがあるんですよね。そういうふうなことを考えますと，フロントがあって出入りを確認するところに人がいるというのは，１つの条件になっていると思うんです。こういうのが既にできているところすべて──すべてかどうかわかりません，調査したところはすべてフロントに人がいないんですよ。こういう状況がありまして前にも問題にしました。神戸市の方もこの間努力してもらってまして，調査に入っています。入っているんですが，例えばあるビジネスイン何とかというところは，指導が整理整とん，これ８月６日に完了というのがあります。それから，ポルト云々というところは，８月１日に完了というふうなところもあります。一応指導という形では入っているんですが，それでもその場，その場で何とかしのいでくると。前にも食堂の問題でも言ってきましたけれども，形としてはあいた空間はあるんですが，そこにはタオルをいっぱい干してあるだけで，およそ食堂と言えるもんではないというのが実態としてはっきりわかるんでね。今回の場合は一般論でなくて，魚崎南町ですか，今回この東灘に建つ計画をしているところに対してどうかということですから，こういう過去の事例から踏まえて，確実にチェックできるかどうか。そういうことを実態を踏まえて，できてからイタチごっこをやってもなかなか規制ができない。ですから，建つ前の段階での規制というのは非常に大事だと思うんですね。これ，さっきの局長の答弁では，条例改正でなしに現行条例で，正すべきところは何とかしてという方向ですね。そういう方向でという答弁があったと思うんですが。それでうまくいくのかなというのがありまして。規制をきちっとするということと，指導が貫徹できる状況をつくっておかないと，これは本当にざる法になる，ざるになると思うんですよ。これをどう規制するか。指導をしてもしても，これ抜け道ができてしまうと。それやったらどうしたらいいか。例えば営業そのものに対して何らかの規制をすると，余りひどい場合はね。そういうことが果たしてできるかどうかですよ。これ，できればそういう，極端に言えば営業停止まで持っていくことはできるわけですが，それができないということであれば，建つ段階で事前にきちんと防ぐ，未然に防ぐということ以外方法がないんですね。
　ですから，そのあたりを──これ繰り返し，繰り返し同じような問題が出てきますから，神戸市の，これから非常に──ホテルやとか，健全なところはたくさんありますし，そういうところに対しても悪影響を持ちますからね。住宅街に対して非常に影響を持つと，子供たちにも影響を持つということですから，真剣に考えていただきたいと思うんですが。流れの中で，どうして食いとめていったらいいかと。どこで，同意する以前にどういう条件をつけるかということについて考えがあれば，聞かせていただきたいです。

◯桜井保健福祉局長　まず，同意の基準でございますが，同意の基準につきましては，要綱の方に同意の基準というのがございまして，先ほど来申し上げておりますような設備構造等が法令等に違反してないということであれば，同意をせざるを得ないということになってございます。
　それから，条例改正の件でございますけれども，私が申し上げたのは，新設のラブホテル条例というものはできないけれども，現行の条例をさわってより強化することは，この請願の方々の意向でもございますし，それについてはこたえていきたいというふうにご答弁させていただいてございます。
　それから，委員のご指摘なりお気持ちというのは非常によくわかります。ただ，私どもも一番，先ほど来申し上げてますのは，旅館業法の設備構造の方からこういう規制をしているわけでございまして，その利用実態から規制はできていない。利用実態を規制しようとしますと，風俗営業の網をかぶせていかなきゃいけないということになってございます。そうすると，商業地域の中の風俗営業の地域というものを規制をすると。そうすると，根本からまちの形態とか様子というのが変わってくるという話になってしまうんですね。そういう意味でいきますと，非常に難しい部分がございまして，私どもも設備構造の規制という形の中から，何とか利用と実態が違うというようなことを防いでいこうという努力はしてまいりますけれども，やはり限界がございます。そういった意味で，地元の住民の方々と一緒になりまして，業者さんとの話し合い，そしてその協定，そういったようなことも含めて今後取り組んでまいりたいというふうに思ってございます。
　以上です。

◯副委員長（横畑和幸）　このラブホテルの請願に関して思うのは，今，桜井局長が先ほど松本委員の質問のときにおっしゃったように，ラブホテルまがいの規制は難しいと，局としてももどかしいとおっしゃったように，まさしく議員側もそう思ってまして，何とかせなあかんと。今，旅館業法に基づくこの神戸市の建築指導要綱が，もしかしたらもうこれ限界に来ているのではなかろうか。もし功を奏しているのならば，この１万人以上の署名というものは，こういうことはないと思うし，ここだけじゃなくてほかの地域でも紛争が起きてて。この問題というのは，僕は未来志向的に考えると，この魚崎というまちの問題だけではなくて，将来的に例えば中央区でも起こるかもしれないし，西区でも起こるかもしれないし，また東京でも起こるかもしれないということはいっぱいあろうかと思います。その中で，ある日突然，似ても似つかわしくない建物なり，こんなところにリゾートホテルがもうかるんかというところで来たときに，地元説明会をすると。そのときに素直に思うのは，業者の施主が出ていないというような実態が，ここだけじゃなくて幾つかあって，これというのは局としてどうとるんだろうかと。住民側はこの施主が出てきてないから不誠実なところだというふうに多分判断していると思います。そのことが１つ。
　いつの間にやらこのリゾートホテルがラブホテルとかファッションホテルになっており，何としてでもということで行政指導の域を超えて，条例改正ということになろうかと思いますが，これいつごろに条例改正ができるのかという，この２つ。

◯桜井保健福祉局長　一応，私どもの方の事前指導とかそういった中で，できるだけ住民の方々に誠意を持って話をしてくださいと。それについては実際の発注される方が出て，お話をしていただくということが望ましいという話はさせていただいております。ただ，相手方の方々が実際には代理の方を選んで，こういうお話を住民の方にしているという，このあたりについては指導の限界というものがございます。
　あと，条例の制定なり改正のときでございますけれども，この請願をいただきましたので，私どもも早急にその内容を，どういった形で改正が可能なのかどうか。まさしく裁量権そのものを大幅に持ったような形での改正というのは難しゅうございますので，そのあたりの知恵をいろいろ絞りながら，できるだけ早期に条例についてご提案申し上げたいなと思っております。

◯副委員長（横畑和幸）　今のご答弁の中にあった，いつごろとかいうことなんですけど。今，京都やったか景観のことでちょっと相当規制をしてて，41メートルの建物を35メートル以上のものを建てたらだめだとか，屋外広告はだめだとか，ぴかぴかするネオンもだめだという。これは景観のことですけど規制を厳しくしてて，そろそろそこまでしてもいい時期では，このホテルに関してはなかろうかと私は思うし，要件とかこの項目というのは，もっとはっきり明確化して，例えばハードの部分もそうだし，ソフトの部分でも，例えば避妊具を置いたらだめだとか，そういったソフトの部分まで要綱の内容にできていただければ，ある程度の規制ができるのではなかろうかというふうに思っております。まさしくこの政治資金規正法の中で，何かざる法的なということも一部ありましたけども，そうならないようにできるだけ早急に条例の改正をしていただきたいと思います。
　以上です。要望です。

◯委員長（松本しゅうじ）　次に，請願第10号ラブホテル建築に係る規制強化を求める請願について，各会派のご意見をお聞かせ願いたいと思います。
　まず，自由民主党さん。
◯委員（橋本　健）　自由民主党です。請願第10号につきまして，結論から申しまして採択を主張します。
　市民の方々の不安を解消し，また青少年の健全な育成と住民の健全な居住環境を保全するという趣旨でございます。また，まちづくりの観点からしても必要な議論だと考えます。これらの趣旨を達成するために，早期の規制強化，また今後は罰則規定等々も議論されることとは思いますが，当局からも事業者への指導を徹底する，規制強化について検討するとの説明がありましたので，我が会派としては採択を主張したいと考えます。

◯委員長（松本しゅうじ）　次に，民主党さん。

◯委員（藤原武光）　民主党もこの請願については採択をしたいと思います。
　当局の状況報告及び今後の考え方についても明らかになったとおり，この条例そのものの中の要綱見直しも含めまして，このような建設が禁止できるような方向で動きたいと，こういうお話もありました。住民の皆様方のさまざまなご意見ももっともだと思いますので，採択としたいと思います。

◯委員長（松本しゅうじ）　次に，公明党さん。

◯委員（菅野吉記）　この請願第10号におきましては，公明党としましては採択とさせていただきます。
　この要望趣旨にもありましたように，やはり地域住民のことを思い，この要望に対して公明党としましても内容を理解し，またこのまま請願を認めたいと思いますので，よろしくお願い申し上げます。

◯委員長（松本しゅうじ）　次に，日本共産党さん。

◯委員（段野太一）　結論は採択です。
　意見の中でも言いましたけれども，この問題，この間いろいろ議会の中でも問題になってきました。そのたびに我々は，こういう同趣旨の請願については採択を主張してきたわけですが，地域の環境という問題と青少年の育成問題を含めて，非常に現状のまま放置するというのはゆゆしき問題だと思います。議論の中で明らかになったように，いろんなしり抜けの問題，実質的な，これはもうどうにでも解釈できるような現状がありますから，これは規制は当然，強化せなあかんというふうに思います。同時に，建設段階できちんとした規制ができるようにする必要があると思いますので，この請願については採択をお願いします。

◯委員長（松本しゅうじ）　新政会さん。

◯委員（山下昌毅）　結論は採択を主張いたします。
　市会においても，これまで数多くの類似した事案が発生をしており，局長から，現行条例の改正によって阻止できる体制をつくる方向で進めていくということでございますので，採択とさせていただきたいと思います。

◯委員長（松本しゅうじ）　最後に，新社会党さん。

◯委員（小林るみ子）　結論から言いますと採択です。
　１番に関しては，監視・指導というのがあるんですが，その都度に住民説明会の場で報告をしていただきたいという意見。さらに２番については，同意基準の中に，周辺の住民の反対がある場合は同意しないという，そういう内容も含めていただきたいという意見をつけ加えさせていただきます。

◯委員長（松本しゅうじ）　それでは，全会一致ということでございますので，請願第10号は採択することに決定いたしました。
